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　【
う
ら
へ
続
く
】

　

お
盆
明
け
。
「
夏
休
み

を
ず
ら
し
て
21
日
出
社
の

人
が
い
る
」
「
出
社
し
た

ら
お
土
産
が
机
に
お
い
て

あ
っ
た
」
「
メ
ー
ル
の
対

応
に
追
わ
れ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

横
田
基
地
に
オ
ス
プ
レ

イ
配
備
の
通
知
。
「
も
う

す
で
に
毎
日
の
よ
う
に
離

着
陸
を
繰
り
返
し
て
い

る
」
「
夜
間
に
市
街
地
上

空
を
低
空
で
旋
回
し
た
り

し
て
い
る
」
「
自
治
会
の

集
ま
り
で
も
危
険
だ
と
話

題
に
な
っ
た
」
「
Ｃ
Ｖ
22

は
秘
密
作
戦
機
だ
」
「
横

田
配
備
は
や
め
て
ほ
し

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

中
央
省
庁
で
障
害
者
雇

用
を
水
増
し
。
「
水
増
し

人
数
が
３
４
０
０
人
も
い

た
」
「
中
央
省
庁
が
や
る

な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
」

「
厚
労
省
な
ど
企
業
に
基

準
を
守
ら
せ
る
立
場
で
は

な
い
か
。
政
府
の
や
る
気

が
問
わ
れ
る
」
「
自
治
体

　

政
府
は
北
朝
鮮
の
核
・

ミ
サ
イ
ル
開
発
を
口
実
に
、

弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
陸
上
配

備
型
迎
撃
シ
ス
テ
ム
「
イ

ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
」
２

基
の
導
入
を
決
定
。
配
備

候
補
地
の
秋
田
市
と
山
口

県
萩
市
で
は
批
判
と
不
安

の
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

２
基
の
取
得
費
は
約

２
６
７
９
億
円
で
、
当
初

説
明
の
約
１
・
７
倍
に
も

な
り
ま
す
。
関
連
施
設
の

整
備
費
な
ど
を
加
え
る
と

総
額
は
さ
ら
に
膨
ら
み
、

６
０
０
０
億
円
以
上
に
な

る
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
ミ
サ
イ
ル
防

衛
に
は
限
界
が
あ
り
、
ミ

サ
イ
ル
攻
撃
を
完
全
に
防

ぐ
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の

導
入
は
米
国
製
武
器
の
大

量
購
入
を
求
め
る
ト
ラ
ン

プ
政
権
の
要
求
に
応
え
る

た
め
で
す
。

　

朝
鮮
半
島
で
は
平
和
体

制
の
構
築
と
核
戦
争
の
脅

威
か
ら
抜
け
出
す
扉
が
開

か
れ
ま
し
た
。
防
衛
省
も

各
地
の
迎
撃
ミ
サ
イ
ル

（
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
）
部
隊
を
撤

収
。
「
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ

ョ
ア
」
の
導
入
根
拠
は
破

綻
し
て
い
ま
す
。

　

い
ま
政
府
に
求
め
ら
れ

て
い
る
の
は
、
配
備
を
撤

回
し
、
朝
鮮
半
島
の
平
和

と
非
核
化
の
実
現
に
向
け

て
外
交
努
力
を
尽
く
す
こ

と
で
す
。

陸
上
イ
ー
ジ
ス
計
画
　
導
入
根
拠
は
破
綻

「
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
」
の
配
備
を

　

撤
回
し
、
外
交
努
力
を
尽
く
せ

へ
の
批
判
は
「
全
面
的
に

正
し
い
」
が
、『
気
に
入

ら
な
い
真
実
を
『
フ
ェ
イ

ク
・
ニ
ュ
ー
ス
』
と
呼
ぶ

の
は
、
民
主
主
義
の
活
力

源
を
脅
か
し
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
を
『
国
民
の
敵
』

と
呼
ぶ
の
は
危
険
だ
と
指

摘
。
カ
ン
ザ
ス
州
の
ト
ペ

カ
・
キ
ャ
ピ
ト
ル
ジ
ャ
ー

ナ
ル
は
、『
国
民
の
敵
』

と
の
表
現
は
ソ
連
当
局
が

反
体
制
派
に
対
し
て
使
い
、

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
も
ユ
ダ

ヤ
人
に
対
し
て
使
用
し

た
」
と
批
判
―
各
紙
が
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
、
ト

ラ
ン
プ
氏
の
考
え
に
反
論

し
ま
し
た
。

「
国
民
の
敵
」
と
攻
撃
し

て
い
る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

に
対
し
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ

ッ
ツ
州
の
有
力
紙
「
ボ
ス

ト
ン
・
グ
ロ
ー
ブ
」
が
反

論
の
社
説
掲
載
を
呼
び
か

け
、
16
日
に
進
歩
・
保
守
、

大
小
間
わ
ず
全
米
の

３
５
０
以
上
の
新
聞
各
紙

が
こ
れ
に
応
じ
ま
し
た
。

米
マ
ス
コ
ミ
史
上
異
例
の

事
態
で
す
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ

ム
ズ
紙
は
、
誤
っ
た
記
事

　

気
に
入
ら
な
い
報
道
を

「
フ
ェ
イ
ク(

偽
り
の)

ニ

ュ
ー
ス
」
と
決
め
つ
け
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
攻
撃
に
反
撃

　
　

全
米
３
５
０
紙
以
上

  

米
国
自
身
と
民
主
主
義
へ
の
脅
威

で
も
発
覚
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

東
京
医
科
大
学
の
不
正

入
試
問
題
。
「
内
部
調
査

で
贈
収
賄
の
可
能
性
を
認

め
る
と
と
も
に
、
女
性
差

別
を
認
定
し
た
」
「
女
性

を
一
律
に
減
点
し
て
い
た
。

ひ
ど
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

高
校
野
球
、
大
阪
桐
蔭

が
５
度
目
の
優
勝
。
「
２

度
目
の
春
夏
連
覇
は
す
ご

い
」
「
準
優
勝
の
金
足
農

業
は
次
々
と
強
豪
校
を
や

ぶ
り
全
国
に
金
足
旋
風
を

起
こ
し
た
」
「
も
う
ち
ょ

っ
と
せ
っ
た
ゲ
ー
ム
に
し

て
あ
げ
た
か
っ
た
」
「
連
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

投
は
問
題
だ
。
球
数
制
限

な
ど
検
討
し
た
ほ
う
が
い

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

第
18
回
ア
ジ
ア
大
会
が

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
開
幕
。

（
18
日
）。
「
45
の
国
・

地
域
か
ら
１
万
２
０
０
０

以
上
の
選
手
が
参
加
。
９

月
２
日
ま
で
40
競
技

４
６
５
種
目
で
競
わ
れ

る
」
「
開
会
式
で
は
韓
国

と
北
朝
鮮
選
手
が
合
同
で

入
場
し
た
。
４
月
の
南
北

首
脳
の
板
門
店
宣
言
に
基

づ
く
共
同
参
加
だ
」
「
日

本
勢
は
男
女
と
も
に
競
泳

や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
は
じ

め
多
く
種
目
で
頑
張
っ
て

い
る
」
「
バ
ス
ケ
選
手
の

「
24
日
未
明
は
風
が
強
く
、

時
折
猛
烈
な
雨
が
降
っ
た
。

雨
音
で
よ
く
眠
れ
な
か
っ

た
」
「
九
州
に
帰
る
の
に

飛
行
機
が
キ
ャ
ン
セ
ル
に

な
り
、
在
来
線
と
新
幹
線

で
往
復
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
野
菜
の
高
騰
が
続
い

て
い
る
」
「
ト
マ
ト
や
大

根
な
ど
葉
物
に
限
ら
ず
例

年
の
１
・
５
～
２
倍
近
く

高
い
」
「
ほ
う
れ
ん
草
や

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
冷
凍

食
品
が
売
れ
て
い
る
」「
猛

暑
、
大
雨
、
台
風
の
影
響

だ
」

　

昨
年
国
連
で
採
択
さ
れ

た
核
兵
器
禁
止
条
約
は
、

現
在
60
カ
国
が
署
名
し
、

14
カ
国
が
批
准
し
て
い
ま

す
。

　

会
議
に
参
加
し
な
か
っ

た
「
核
の
傘
」
に
依
存
す

る
軍
事
同
盟
加
盟
国
や
核

兵
器
保
有
国
で
も
、
条
約

参
加
の
意
味
や
影
響
の
議

論
、
調
査
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

欧
州
議
会
は
７
月
５
日
、

「
核
兵
器
禁
止
条
約
を
支

持
し
、
す
べ
て
の
国
連
加

盟
国
が
条
約
を
署
名
・
批

准
す
る
よ
う
行
動
す
る
」

核兵器禁止条約
着実に進む署名・批准

イタリアなど軍事同盟国でも議論

　

日
本
の
研
究
力
低
下
は

主
と
し
て
国
立
大
学
の
疲

弊
に
よ
る
も
の
で
す
。
国

の
基
盤
的
経
費
が
減
り
、

安
定
し
て
研
究
で
き
る
教

員
ポ
ス
ト
は
激
減
。
ま
た

大
学
間
で
競
争
的
資
金
の

獲
得
競
争
が
激
化
し
、
民

間
か
ら
の
投
資
が
見
込
め

る
流
行
の
研
究
に
飛
び
つ

く
研
究
者
が
増
え
ま
し
た
。

　

政
府
の
「
統
合
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
戦
略
」
策
定
の

た
め
の
会
合
で
も
研
究
力

の
危
機
が
議
論
に
な
り
、

基
礎
的
経
費
の
減
少
、
資

金
競
争
激
化
か
ら
の
研
究

不
正
な
ど
が
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
新
た
な
安

倍
流
改
革
は
産
学
連
携
な

ど
に
よ
り
大
学
へ
の
研
究

開
発
投
資
を
拡
大
す
る
方

針
。
大
学
が
外
部
資
金
を

獲
得
す
る
た
め
に
、
民
間

資
金
の
獲
得
額
に
応
じ
て

運
営
費
交
付
金
の
増
減
を

決
め
る
仕
組
み
を
導
入
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
は
交
付
金
の
獲
得

競
争
が
一
層
激
化
し
、
見

込
み
の
立
た
な
い
長
期
的

視
野
に
立
っ
た
基
礎
研
究

な
ど
は
ま
す
ま
す
切
り
捨

大
学
を
壊
す
安
倍
流
改
革

　
研
究
力
劣
化
　
よ
り
深
刻
に

て
ら
れ
ま
す
。

　

安
倍
政
権
の
「
大
学
改

革
」
は
日
本
の
研
究
力
の

地
盤
沈
下
を
深
刻
化
す
る

も
の
で
す
。

と
い
う
決
議
を
採
択
。
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
の
イ
タ
リ

ア
は
議
会
で
昨
年
９
月
、

禁
止
条
約
の
批
准
に
つ
い

て
調
査
す
る
よ
う
政
府
に

求
め
る
決
議
を
採
択
し
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
議
会
も
２
月
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
と
禁
止
条

約
参
加
が
両
立
す
る
か
の

調
査
を
政
府
に
求
め
る
決

議
を
採
択
し
ま
し
た
。

不
祥
事
に
は
呆
れ
た
。
許

せ
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ダ
ブ
ル
台
風
。
「
19
号
、

20
号
が
相
次
い
で
来
た
」

　

厚
生
労
働
省
は
、
サ
ー

ビ
ス
残
業
の
是
正
指
導
結

果
を
公
表
。
２
０
１
７
年

度
は
過
去
最
高
の

４
４
６
億
４
１
９
５
万
円

に
達
し
ま
し
た
。
前
年
度

か
ら
３
１
９
億
１
８
６
８

万
円
の
大
幅
増
で
す

（
図
）。

　

是
正
さ
れ
た
対
象
労
働

者
は
20
万
５
２
３
５
人

（
前
年
度
10
万
７
２
５
７

人
増
）。
企
業
数
は

１
８
７
０
企
業
（
同

５
２
１
企
業
増
）
と
な
り

ま
し
た
。
労
働
者
と
労
働

組
合
、
日
本
共
産
党
が
力

を
合
わ
せ
て
運
動
を
前
進

さ
せ
た
結
果
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
１
９
７

６
年
以
来
、
３
０
０
回
を

超
え
る
国
会
質
問
で
サ
ー

ビ
ス
残
業
を
追
及
。

２
０
０
１
年
４
月
に
厚
労

省
が
出
し
た
「
サ
ー
ビ
ス

残
業
根
絶
通
達
」
に
結
実

し
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
摘

発
・
是
正
が
前
進
し
て
い

ま
す
。

サービス残業是正 446 億円超

　運動実り過去最高更新


